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≪学会震災特別プロジェクト企画パネル≫ 

■東日本大震災での民間支援活動の多面的探求：「ボラサポ」助成、災害VC、公益法人等調査の分析から

【東日本大震災における民間支援の軌跡と動向調査】 

 

【ねらい】 

学会と日本ＮＰＯセンターとの連携事業【東日本大震

災における民間支援の軌跡と動向調査】（タケダ・いのち

とくらし再生プログラム）（2012 年～2017 年）の一環と

して、２０１３年度における３つの成果、調査・研究報告

を行い、その内容を共有し批判的検討を受ける。 

 

【内容と構成】 

（1）中央共同募金会「災害ボランティア・NPO活動サ

ポート募金」（ボラサポ）のデータ分析から見える民間支

援の状況（早瀬・仁平） 

「ボラサポ」は、総計42億円の募金を受けすでに30億

が助成決定されている。その内訳は、緊急救援活動に5億

円、生活支援活動に9億円、復興支援活動に11億円、住

民支え合い活動に 2億 1800万、520万人が助成を受けて

活動した。累計2476件の申請情報が存在している。民間

支援の状況を把握するうえで非常に重要な資料である。 

今回、中央共同募金会の協力を得て分析し、支援活動の

状況を明らかにすることを試みる。 

 

（2）災害ボランティアセンター（VC）聞き取り調査か

ら（筒井・岡本） 

 東日本大震災での災害 VC でのコーディネーションに

ついては、批判を含め多くの議論がされてきた。本プロジ

ェクトではこの点について一定の成果をあげてきたが、

2013 年度には、被災東北３県の災害 VC に対して当時の

コーディネーションを中心的に担った人々を対象に、日

本ボランティアコーディネーター協会と共同調査を行っ

た。その概要と緊急時のコーディネーションの具体的様

相を報告する。非常にきめ細かいコーディネーションが

なされている事例など興味深い事実も明らかになってき

ている。次に生かすべき災害ボランティアのコーディネ

ーションの教訓とは何かを、探求したい。 

 

（3）内閣府公益認定等委員会公表公益法人等支援活動

調査の分析から（松田・岡本） 

 内閣府公益認定等委員会では、公益法人の支援活動に

ついて web ページで調査内容を公開している。記述式で

あり、数量化は容易ではないが、テキストマイニングを行

い一定の分析を行って、報告したい。 
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